
横浜天声キリスト教会　　週報　第 17 巻 41 号（No.661）　　2022 年 10 月 9 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　申命記 30:19　････････ 御言葉に耳を傾け心を主に向けましょう。

*賛美　･･････････････････ ３０８番　実れる田の面（も）は

*交読文　････････････････ ４５番

*使徒信条　･･････････････会衆一同

*頌栄　･･････････････････ １７８番　恵みふかきみ神よ

礼拝のための祈り　･･･････ 成田エクレシア：朴執事　天声：小林伝道師

賛美　･･･････････････････ ２２１番　カナンの聖なる地に

メッセージ　･･････････････ 神との自由な愛の関係で永遠に生きるために（創世記 2:15-17）

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･･････････････････ リバイバル

幸せと成功の宣言文 ････ 会衆一同

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告　･･････････････････

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）

・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）

・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）

・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（第二テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

　天において証しする三つのものがある。御父、御言葉、聖霊で、それら三つは

一つである。地において証しするものが三つある。御霊と、水と、血で、それら三

者の意見は一致する。(１ヨハネ 5:7-8　NKJV 直訳)

　時に主は＿＿が、主の使の前に立ち、サタンがその右に立って、これを訴えて

いるのを示された。主はサタンに言われた、「サタンよ、主はあなたを責めるのだ。

すなわち＿＿を選んだ主はあなたを責めるのだ。＿＿は火の中から取り出した

燃えさしではないか」。＿＿は汚れた衣を着て、み使の前に立っていたが、み使

は自分の前に立っている者どもに言った、「＿＿の汚れた衣を脱がせなさい」。

また＿＿に向かって言った、「見よ、わたしは＿＿の罪を取り除いた。＿＿に祭

服を着せよう」。言った、「清い帽子を頭にかぶらせなさい」。そこで清い帽子を頭

に被らせ、衣を＿＿に着せた。主の使は傍らに立っていた。(ゼカリヤ3:1-5)

メッセージ概要

　神が人をつくられた時、人をエデン（喜び）の園に置き、そこを守らせた(アバァド)。アバァドとはすなわち、

しもべとして聞き従い、仕事に従事する事である。人は本来、主に聞き従って、喜びの園を正しく管理して

いるなら、そこに実ったあらゆる良い実りを、思いのまま食べて良いのだ。私達もイエス様にあって神の子

とされ、主に聞き従いつつ仕事をしているなら、そこに実った良い実りを、思いのまま食べて良いのだ！

　しかしただ一つ、例外があった。それは、善悪を知る知識の木である。主は、そこからは決して食べては

ならない、食べると必ず死んでしまう、と言われた（創世記 2:15-17）。では神様は、どうしてその木を置かれ、

人が死んでしまう可能性を残されたのだろう。それさえなければ、堕落する事も、死ぬ事も無かったのに…。

　その答えは、人を創造される際に神が言われた言葉にヒントがある。神は「われわれのかたちに、われわ

れに似せて」人をつくろう、と仰せられた(創世記 1:26-27)。「われわれ」と言うからには、父・御子・御霊の三

者には、会話や意見交換などの「交わり」があり、その三者の意見は、一致している(１ヨハネ 5:7-8)。
　神は人を、自由意志をもって神と一致し、交わる存在として造られたのだ。神は人を、ロボットのような、た

だ命令された事を無機質に行う道具に造ったのではない。世界の基の置かれる前からキリストの内に選び、

御前で聖く、傷のない者にしようと愛をもってあらかじめ定めており(エペソ 1:4-5)、人とキリストとを「妻と夫」

の関係とし、父なる神様と人とを「父と子の関係」として、愛の交わりをする存在として、創造されたのだ。

　だから、神が「いけない」と禁じた「言葉の柵」を、あえて乗り越え、神から独立した善悪判断をするのは必

ず死ぬべき道である、という事を示すために、善悪を知る木を置かれたのだ。人は神との愛の交わりの中

で、自由意志をともなった従順を通して生きる事が、最善の幸せな生き方である。それを続ける限り、神に

愛され、エデンの園での中で、全て必要が満たされ、「思いのまま取って食べて良い」生き方ができる。

　天国には、イエス様を愛する人しかいない。自由意志を用いてイエス様が好むことを進んで行い、イエス

様の嫌われる事を忌み嫌い、傷つき倒れている人を見たなら心を痛めて泣く感覚のような人しか、いない。

そして天国には、自由意志を用いて悪を好んで企む者や、好んでうそをつく者、心なしの者、人を傷つけ

て喜ぶような者は、一切いない。それらは外に追い出され、泣いて歯ぎしりしているからだ。ただエデンの

園が天国と違う点は、そのような者が「存在していた」点である。その者とはすなわちサタン、古い蛇である。

　人は元々、善悪を知る木からは食べるつもりは無かった。蛇すなわちサタンがそそのかした故に、食べた

のだ。エバはその時、神の言葉を脚色し、「それに触れてもいけない」、と大げさに言ったが、「食べても決

して死なない」とか「食べたら神のようになれる」などと考案して言ったのは、人間ではなくサタンの方である。

　人は、サタンと会話さえしなければ、そのような事は思いもしなかったはずである。だから憎むべきは、善

悪を知る木を置かれた神ではなく、人をそそのかしたサタンのほうだ。主が毒麦のたとえの中で、毒麦とし

て引っこ抜かれ、縛りつけられ、火に投げ込まれる者達は、違反を行なう者、違反を犯させる者である、と

言われた。主の言葉に違反し、神から独立した善悪判断で生きていく道は、必ず死ぬべき道なのだ。

　では神様は、その実を取って食べ、悲惨に陥ってしまった人間を、そのまま放置して死ぬに任せただろう

か？否！神はそんな無責任なひどい神ではない。父なる神は、愛するひとり子を犠牲にして人を救う道を

開いて下さった。御子イエス様は、ご自分のいのちを投げ出し、花嫁となるべき私達を救うために、身代わ

りとなって死んで下さった。それ程に神は私達を愛し、私達が犯した罪の「けじめ」をつけてくださったのだ。

　しかし神は、強制的・自動的には人を救わない。なぜなら人は、自由意志の選択によって堕落した故に  、

救いもまた、自由意志の選択によらなければならない。自由意志を活用してイエスを救い主とし、信じた人

こそ、救われるのである。そのように、自由意志をもって神を愛し、イエス様を愛する人を、神様は天国に

入る権利を与え、そこで、神様との永遠の愛の交わりへと導いて下さるのだ。

　私達は、主の御言葉の柵の内側で、自分勝手な善悪判断をせず、主の言葉に喜んで従順し働くなら、

主は私達をエデンの園に置き、そこで生えさせたあらゆる良い実を、思いのまま取って食べて良い、と言

われる。私達は善悪判断ではなく、主を愛する選択をし、あらゆる良いものを思いのまま食べ、神様と永遠

の愛の関係へと、ますます入っていく私達でありますように！イエス様のお名前によって祝福します！



お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

主日礼拝（日曜）

日本語礼拝                    礼拝 11:30
English Service　　　          　　         14:30

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:00～
水曜礼拝

　1部                                           　13:00～
　2部                                           　19:00～
金曜祈祷会                                   19:00～

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B 出口を出てまっすぐ徒歩 5 分

JR・関内駅より徒歩 10 分

京急線・日ノ出町駅より徒歩 10 分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。
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横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　パスター：　林和也　川合ゆきえ
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voice.of.christ.yokohama/
email：　ephes_03-tensei＠yahoo.co.jp

聖書メッセージをメールで

お届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://voice.of.christ.yokohama/
http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

